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News Release 

2026 年 10 月 1 日 

各 位 

会 社 名 株式会社ニーズウェル 

代 表 者 名  代表取締役社長  松岡 元 

 (コード番号：3992 東証プライム市場) 

 

自治体DX需要の拡大を追い風に、 

ニーズウェルが「TOHOKU DX GATEWAY 2026」に出展 

～ RPA・ローコード開発ツール・AI エージェントを活用した業務改革を提案 ～ 
 
 

株式会社ニーズウェル(本社：東京都千代田区、代表取締役社長 松岡 元)は、2026年10月20日（火）

に仙台国際センター展示棟で開催される自治体向けDXイベント「TOHOKU DX GATEWAY 2026」

に出展します。 

当社は、本展示会において「庁内業務改革」をテーマに、RPA、ローコード開発ツール、AIエージェント

を活用し、自治体の庁内業務改革を支援する業務改革ソリューションを紹介します。また、「RPA・AI理解

度診断」などにより、自治体の業務に適したデジタル技術の活用方法をご提案します。 

本展示会への出展を通じて自治体との接点を広げ、公共分野における自治体DX案件の創出とソリュ

ーションビジネスの拡大を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 出展の背景 

自治体では、人口減少や職員不足を背景に、行政サービスの維持・向上と業務効率化の両立が求めら

れており、デジタル技術を活用したDXの取り組みが加速しています。 

一方で、デジタル技術の選択肢が増える中、業務に適した技術の選定や導入効果の見極め、システム間

連携などに課題を抱える自治体も少なくありません。 

当社は、システム開発で培った技術力と業務改善ノウハウを活かし、RPA、ローコード開発ツール、AIエ

ージェントを適材適所で組み合わせることで、自治体ごとの課題や業務特性に応じた業務改革を支援しま

す。 

 

【出展内容】 

(1)RPA・AI理解度診断 

自動化・効率化したい業務を選択することで、その業務の特性に適したデジタル技術をご提案します。 

業務の定型性、判断の有無、システム連携の範囲などを整理し、RPA、ローコード開発ツール、生成

AI、AIエージェントの中から、最適な技術の組み合わせや導入の進め方をご案内します。 
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(2)自動化したい業務ランキング 

自動化・効率化したい業務に投票する来場者参加型企画です。投票結果を会場内で可視化し、自治体

に共通する業務課題やDXニーズを共有します。 

また、収集した現場の声を今後のサービス拡充や提案活動に活用し、より実効性の高い業務改革ソリュ

ーションの提供につなげます。 

 

(3)デモンストレーション・パネル展示 

PCによるデモンストレーションとパネル展示を通じて、次のソリューションや取り組みを紹介します。 

▪ RPAによる定型業務の自動化と自治体における内製化 

▪ ローコード開発ツールによる業務アプリ化・ワークフロー化 

▪ AIエージェントを活用した業務支援 

各技術を単独で活用するだけでなく、自治体業務に合わせて組み合わせることで実現する業務改革

の具体的なイメージをご紹介します。 

 

2. 「TOHOKU DX GATEWAY 2026」について 

「TOHOKU DX GATEWAY 2026」は、自治体DXの推進を目的としたイベントです。 

先進自治体による事例紹介や民間企業によるソリューション提案を通じて、同様の課題を抱える自治

体職員へ学びの機会を提供します。また、東北地方全体の自治体DXを促進するとともに、自治体間およ

び民間企業との交流を深めることを目的としています。 

 

3. イベント概要 

イベント名 TOHOKU DX GATEWAY 2026 

日程 2026年10月20日（火）10：00～17：00 

会場 仙台国際センター展示棟 

〒980-0856 宮城県仙台市青葉区青葉山 

参加方法 事前申込制 (無料) 

お申込み TOHOKU DX GATEWAY 2026 公式サイト （お申し込みはサイト右

上から） 

 

 

4. 今後の展望 

当社は、システム開発で培った技術力と業務ノウハウを基盤に、AI、業務自動化、クラウドなどを組み合

わせた高付加価値ソリューションの展開を推進しています。 

公共分野を注力市場の一つと位置付け、本展示会を通じて自治体との接点を広げるとともに、現場の

業務課題やAI活用ニーズを把握し、新規顧客の開拓、DX案件の創出につなげてまいります。 

今後も公共分野における業務改革ソリューションの提供を強化し、自治体の業務効率化と行政サービス

の向上に貢献するとともに、ソリューションビジネスの成長による企業価値の向上を目指します。 

本件による2026年9月期の業績への影響は軽微ですが、公共分野における顧客接点の拡大と自治体

DX案件の創出を通じて、中長期的な企業価値の向上に寄与するものと考えています。 

 

 

 

https://tohoku-dx-gateway.jp/
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5. 会社概要 

社名 株式会社ニーズウェル https://www.needswell.com/ 

本社所在地： 東京都千代田区紀尾井町 4-1 ニューオータニ ガーデンコート 13 階 

代表者： 代表取締役社長 松岡  元  設立： 1986年10月 

社員数(連結)： 597名 （2025年9月末日） 資本金： 9億8百万円（2025年9月末日） 

事業内容： ソフトウェアの開発・運用・保守、ソリューション製品の開発・販売・運用・保守、 

関連技術・ソリューションの研究開発（AI駆動開発 等） 

お問い合わせ： ニュースリリースについて 経営企画部 

TEL：050-5357-8346（直） E-mail：  ir-contact@needswell.com 

報道関係資料： IR ニュース https://www.needswell.com/ir/news 

その他のお知らせ https://www.needswell.com/news/index 
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